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Kawasaki Medical School is participating in various initiatives for university cooperation and
industry-academia-government collaboration. Among these matters, the first author (TO) is
responsible for the following: focusing on efforts to form industrial clusters in Okayama prefecture,
the Consortium of Universities in Okayama and the Kurashiki Universities Collaboration Meeting.
Since the Industry-Academia Collaboration and Intellectual Property Management Section was
established in the 2016 fiscal year， the report regarding this area is omitted from this article.
Additionally, we will report on the acceptance of overseas medical students through the
International Federation of Medical Students' Associations (IFMSA). However, this matter has been
also managed by International Exchange Committee in our medical school.
Key words: Universities Cooperation, the Consortium of Universities in Okayama,
Kurashiki Universities Collaboration Meeting,





































































































































































































































































































































































































































































年度 氏名 留学先大学 国名
2009 井川 京子（M３） エラスムス大学 オランダ王国
2012 奥井 侑里（M４） イエナ大学 ドイツ連邦共和国
2013 小暮 祐太（M３） マドリード・コンプルテンセ大学 スペイン王国
古澤 航平（M２） ペルアナ・カジェタノ・エレディア大学 ペルー共和国
2014 香川 元伸（M３） ジェラール・バヤル大学 トルコ共和国
2016 平光 俊貴（M３） ルーヴェン・カトリック大学 ベルギー王国
川崎医科大学での受入（記載以外は衛生学にて担当）
年度 氏名 所属大学 国名
2009 Mr. Johannes Sets ウィーン大学 オーストリア共和国
2011 Mr. Maximillian Makus Kremer インスブルック大学 オーストリア共和国
※解剖学 Ms. Micaela Liliance Rea Tobler ベルン大学 スイス連邦
※解剖学 Mr. Michal Fiser チャールズ大学 チェコ共和国
2013 Ms. Jitka Šlehoferová プラハカレル大学 チェコ共和国
2014 Mr. Dani Zalem イエテボリ大学 スウェーデン王国
2015 Ms. Linda Al-Hassany エラスムス大学 オランダ王国
Ms. Valentina Marinović ザグレブ大学 クロアチア共和国
2016 Ms. Laura Leinonen トゥルク大学 フィンランド共和国
Ms. Aliya Sayfullina バシキール州立医科大学 ロシア連邦
2017 Ms. Maria Sanz Codina ロビラ・イ・ビルジリ大学 スペイン王国
Ms. Paula de Valle Gomez マドリー ド･コンプルテンセ大学 スペイン王国
（2018年から国際交流委員会にて所掌：参考までに掲載）
2018 Ms. Anca Goman オラデア大学 ルーマニア
※循環器内科学 Ms. Ivana Crnojević リエカ大学 クロアチア共和国
※糖尿病･代謝･内分泌内科学
Ms. Marija Franka Marušić リエカ大学 クロアチア共和国
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度には本学から出向いた学生はいなかったが，
クロアチアから２名，ルーマニアから１名の女
子学生が来日した。IFMSAの制度として基礎
医学研究での留学ということで，当初，IFMSA
も基本的には低学年，すなわち基礎医学終了時
点の学生の留学希望を募っており，その窓口と
して本学では衛生学が受入研修教室として提示
されていた（当初は筆頭著者がESSの顧問をし
ていたためである）。また，ここ３～４年は学
生間交流としての短期留学を優先させ，教室と
しては昼間の研究の研修見学を例年，筆者の李
を中心に担当し，週末や放課後の時間帯は可能
な限り学生間での交流に費やしてもらう体制と
してきた。
ただし，ここ２年ほど，IFMSAとして臨床系
の講義あるいは自国での実習なども終了した高
学年にも対象を広げ，本学にもそういった学生
が来学してきていた。2017年度までは，衛生学
が担当する中で，数日単位で臨床の教室（皮膚
科，小児科，呼吸器外科など）にお願いしてい
たが，臨床系での見学実習などを期待する学生
が来日することを鑑み，また基本的に学生間交
流とはいえ，昼間の時間帯は教室単位で対応す
る必要性を考えると，大学全体として本件に対
応する必要が生じてきていることが，最近の課
題であった。
2017年度末から2018年にかけて，ESS部学生
の安井祐人君（2018年度第４学年）が顧問であ
る長谷川と共に国際交流委員会（委員長・柏原）
との間で調整を行い，2018年度来日学生からは，
国際交流委員会が所掌することとなった。その
結果，2018年度も基礎系を希望した学生は衛生
学で受け入れたが，国際交流委員会の調整の上
で，循環器内科，糖尿病・代謝・内分泌内科を
希望した学生は，それぞれ担当教室の快諾を得
て，見学実習を実施する体制となった。担当し
たESS部安井君が努力した成果でもあり，受入
態勢として整備が行われたと考える。なお，今
回の報告まではこれらの経緯の紹介も含めて，
本稿にIFMSA留学生に関連する内容を記載し
たが，今後は，国際交流委員会の業務報告に委
ねることになろう。
おわりに
筆頭著者が主に関わっている川崎医科大学の
大学連携を中心とした対外活動についてこの１
年の状況を報告した。産学官連携について産学
連携知的財産管理室の発足により本稿からは省
いたこと，また大学コンソーシアム岡山での地
域貢献事業部の二つのイベントに参加しなかっ
たこともあって，従来実施してきた内容の継続
の報告となった。医学部医学科の大学として第
三者評価や国際認証評価という喫緊の，かつ継
続的に取り組まないとならない課題もある中
で，岡山県倉敷市に所在している大学として大
学連携に対して，大きな力を注ぎきれない現状
があるが，これらの連携事業に協力してもらっ
た教職員には感謝しかない。
大学コンソーシアム岡山は既に発足から12年
目となっており，倉敷市大学連携推進会議も７
年目となっている。経費その他の問題で新しい
事業展開もままならない現状で，さらには就職
関連のインターンシップなどについて本学は無
縁であることもあって，限られた事業での参画
とはなっているが，こういった地域の他大学と
の連携の必要性と，その中で本学の独自性を保
ちながら貢献できる部分については，最大限の
努力を惜しまない姿勢を表出することは必要な
ことであろう。
いずれの組織も，まだしばらくは，現状の事
業の継続ということになろうと想定するが，い
ずれも若干のマンネリズムに陥りつつあること
も否めず，持続可能な事業展開の困難さが表出
されてきている印象も強い。
本学としても貢献できる部分には十分に対応
するが，教職員の業務として過剰とならない範
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囲を見極めながら展開していくことが重要にな
るであろう。
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